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本研究では、直下型地震時で大きな平面を有する構造物基礎杭が、どのような力学条件

下で破壊するのか、また、今後の基礎杭の常時・地震時設計法はいかにあるべきかを地盤

工学的に解明しようとするものである。本研究範囲では、常時および地震時に構造物基礎

杭に生じる力学機構の基礎的な研究を行った。すなわち、基礎杭の支持力発生力学機構を

モデル実験により明らかにした。次に、下水道構造物の基礎杭被害事例の地中振り出し調

査研究結果から、地震時基礎杭の破壊の力学的分析を行った。研究概要は次のようである。

①基礎杭の支持力発生の力学挙動：

アルミ棒積層体地盤モデル実験装置を製作し、基礎杭の支持力発生力学機構を明確にす

る基礎的研究を行った。局部ひずみの進展、すなわち進行性破壊現象から、杭の支持力発

生の力学、および薄層支持層地盤での支持力発生力学機構を明らかにした。

②基礎杭および土留め杭の地簾時被害とその力学挙動：

基礎杭、土留め杭に生じた地震被害について、各種被害事例の収集・整理し、力学的な

分析を行った。特に、地下6.5mの深さから掘り出されたPC杭のせん断破壊現象などから

新たな現場調査結果が示された。基礎杭衝撃破壊の力学的検討の意義を明確にした。

③衝撃上下動を与える衝撃試験機の製作研究：

本衝撃試験機の製作研究により、モルタルおよび鉄筋コンクリート供試体に対するlGを

越える衝撃圧縮・引張実験が可能となった。現在、基礎杭体に生じる地震時の上下方向衝

撃力による破壊力学機構の解明に向け基礎的な実験研究に取り組んでいる。
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